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夢を 架ける確かな技術。 高い信頼 性と 迅速な対応で徹底サポート 。

急速施工性に優れたプレ キャ スト 橋梁
ト ラ イ アスはわが社が独自に開発し た急速施工性、 経済性に優れた汎用性組立橋梁です。 応急用橋梁

と し て、 どのよう な現場でも 安心し て短期間で架設が可能です。

パーツが豊富だから 多方面で活用
様々な現場条件を 設定し た種々のタ イ プのト ラ イ アスを 考え 、 常時、 豊富なパーツを ご用意し 、 ご利

用者のニーズにお応えし ます。

大型重機の走行も 可能な強靭さ
ト ラ イ アスは道路橋示方書に基づいて部材設計し ており 、 大型重機の走行も 可能です。 主構、 横桁の

自由な組合せにより 、 現場に応じ たスパン、 幅員が選べます。
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夢を 架ける確かな技術。 高い信頼 性と 迅速な対応で徹底サポート 。

工程の短縮化による経済的効果
Ｈ 鋼と 比較すると 割高にはなり ますが、ト ラ イ アスは長径間をク リ アでき、現場の取扱いが容易なため、

工程の短縮が可能で、 下部工と 合わせト ータ ルに考えると 経済性に優れます。

現場の諸条件に合わせ迅速に対応
セールスエンジニアが迅速に対応、 現場の諸条件に合わせてご提案し 、 ご利用者と 共に最適のプラ ン

を 考えていき ます。

ト ラ スと 鈑桁、 2 種類ご用意
ト ラ イ アスには、 長いスパン や大型重機の通行に適し たト ラ スタ イ プと 、 短いスパン に適し 、 軽量か

つ経済的な鈑桁タ イ プがあり ます。 使用目的やご要望に合わせ、 お選びいただけます。

※表紙写真： 新町川橋下部（ その 1 ） 工事（ 徳島河川国道事務所）

小戸之橋工事用桟橋（ 宮崎市）
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鈑桁タ イ プ

ト ラ スタ イ プ

芦屋橋仮橋
所 在 地／福岡県

施　 　 主／福岡県　 北九州土木事務所

橋　 　 長／2 5 2 ｍ（ 2 0 ｍ1 2 連　 1 2 ｍ1 連）

幅　 　 員／6 ｍ　 歩道2 ｍ

形　 　 式／鈑桁

荷重条件／Ｂ 活荷重　 割増2 5 ％

跡田川仮橋
所 在 地／大分県

施　 　 主／国土交通省　 大分河川国道事務所

橋　 　 長／4 8 ｍ

幅　 　 員／4 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス

荷重条件／Ｂ 活荷重　 割増5 0 ％
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工事用構台

新総社仮橋
所 在 地／岡山県

施　 　 主／総社市

橋　 　 長／3 0 ｍ　 2 0 ｍ5 連

幅　 　 員／8 ｍ　 1 0 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス　 上路式ト ラ ス

荷重条件／2 0 0 tＣ Ｃ 作業　 割増5 0 ％

辰巳ダム仮橋
所 在 地／石川県

施　 　 主／石川県

橋　 　 長／2 8 ｍ　 2 6 ｍ2 連

幅　 　 員／1 2 ｍ

形　 　 式／上路式ト ラ ス（ 4 主構×2）

荷重条件／3 0 0 tCC作業　 割増5 0 ％

橋谷橋仮橋
所 在 地／和歌山県

施　 　 主／和歌山県　 伊都振興局

橋　 　 長／2 2 ｍ　 1 4 ｍ　 1 6 ｍ

幅　 　 員／1 9 ｍ　 2 6 ｍ　 4 ｍ

形　 　 式／上路式ト ラ ス　 鈑桁　 鈑桁

荷重条件／8 0 tCC作業　 10 0 tCC作業　 Ａ 活荷重　 割増5 0 ％
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災害復旧

尾前災害復旧仮橋
所 在 地／宮崎県

施　 　 主／椎葉村

橋　 　 長／2 7 ｍ

幅　 　 員／4 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス

荷重条件／Ａ 活荷重

洲本災害復旧仮橋
所 在 地／兵庫県

施　 　 主／兵庫県　 淡路県民局

橋　 　 長／6 2 ｍ（ 4 0 ｍ　 2 2 ｍ）

幅　 　 員／7 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス

荷重条件／Ａ 活荷重
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支保工

御殿場JC T 架橋
所 在 地／静岡県

施　 　 主／中日本高速道路㈱　 東京支社

橋　 　 長／2 2 ｍ　 1 2 ｍ　 2 0 ｍ

幅　 　 員／4 主構　 8 主構　 8 主構

形　 　 式／ト ラ ス式支保工

荷重条件／架設用支持桁

吹田支保工
所 在 地／徳島県

施　 　 主／西日本高速道路㈱　 四国支社

橋　 　 長／4 0 ｍ

幅　 　 員／2 0 主構

形　 　 式／ト ラ ス式支保工

荷重条件／コ ンク リ ート 支保工
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迂回路

繁和橋仮橋
所 在 地／大阪府

施　 　 主／和泉市

橋　 　 長／2 4ｍ2 連

幅　 　 員／6 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス

荷重条件／Ａ 活荷重　 割増2 5 ％

今井田橋災害復旧仮橋
所 在 地／和歌山県

施　 　 主／和歌山県　 日高振興局

橋　 　 長／3 6 ｍ

幅　 　 員／6 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス

荷重条件／Ａ 活荷重　 割増5 0 ％
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特殊工法

第3 船間桟橋
所 在 地／鹿児島県

施　 　 主／鹿屋土木事務所

橋　 　 長／右岸側　 1 8 ｍ　 1 4 ｍ　 1 8 ｍ

左岸側　 1 0 ｍ　 1 4 ｍ　

幅　 　 員／8 ｍ

形　 　 式／上路式ト ラ ス

荷重条件／1 0 0 tCC作業　 割増5 0 ％

繁和橋仮橋（ 中間杭施工）
所 在 地／大阪府

施　 　 主／和泉市

橋　 　 長／1 3 ｍ（ 中間杭での施工途中のパネル長さ ）

幅　 　 員／6 ｍ

形　 　 式／下路式ト ラ ス

荷重条件／8 0 tCC作業
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橋長 L
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下路式

シングルタ イ プ ダブルタ イ プ

※ 図中の構造高は厚さ 2 0 8 m m の覆工板使用時であり 、 使用する覆工板により 多少異なり ます。

端部パネル 基本パネル 調整パネル

〈 パネル長： 5 m 〉 〈 パネル長： 4 m 〉 〈 パネル長： 2 m 〉
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※ 図中の構造高は厚さ 2 0 8 m m の覆工板使用時であり 、 使用する覆工板により 多少異なり ます。

長支間パネル長支間パネル

〈 パネル長： 1 0 m 〉〈 パネル長： 8 m 〉

橋長 L

5 00 0 40 00 20 00 1 0 00 0 8 0 00 5 00 0

15 0 支間長 L-3 00 15 0

1
0

4
2

2
6

4
h

2
0

8

2
5

7
6

+
h

2
5

7
6

+
h

有効幅員  b（ 4 0 0 0 ～ 8 0 0 0 ）

覆工板（ 20 0 0 x2 0 8 x1 0 0 0 ）

1
0

4
2

2
6

4
h

2
0

8

主構間隔 b-1 40 0

支材
横桁

対傾構

沓

構
造

高
=

2
4

7
2

+
h

2
5

7
6

+
h

有効幅員  b（ 4 0 0 0 ～ 8 0 0 0）

覆工板（ 2 0 0 0x2 0 8 x10 0 0 ）

1
0

4
2

2
6

4
h

2
0

8

主構間隔 b-1 4 005 0 0 5 0 0

支材
横桁

対傾構

沓

構
造

高
=

2
4

7
2

+
h



1 1

シングルタ イ プ

ダブルタ イ プ

下部工標準図ト ラ スタ イ プ　 TRIAS-Ⅰ〈 下路式〉
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※ 図中の構造高は厚さ 2 0 8 m m の覆工板使用時であり 、 使用する覆工板により 多少異なり ます。
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TRIAS-Ⅱ

鈑桁タ イ プ構造図
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（ アンカー定着）

BE6（ 端部パネル） BE8（ 端部パネル） BM 6（ 中間パネル） BM 8（ 中間パネル）

〈 パネル長： 6 m 〉 〈 パネル長： 8 m 〉 〈 パネル長： 6 m 〉 〈 パネル長： 8 m 〉

※ 図中の構造高は厚さ 2 0 8 m m の覆工板使用時であり 、 使用する覆工板により 多少異なり ます。

組み合わせ例
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TRIAS-GⅢ

桁長 L
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GE6（ 端部パネル） GE8（ 端部パネル） GM 6（ 中間パネル） GM 8（ 中間パネル）

〈 パネル長： 6 m 〉 〈 パネル長： 8 m 〉 〈 パネル長： 6 m 〉 〈 パネル長： 8 m 〉

※ 図中の構造高は厚さ 2 0 8 m m の覆工板使用時であり 、 使用する覆工板により 多少異なり ます。

組み合わせ例
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TRIAS-Ⅱ

TRIAS-GⅢ

下部工標準図 鈑桁タ イ プ

3 00

10 0 04 00
7

0
0

5 0 0 5 00n@ 2 0 00

7
0

0

2
0

1
2

1
3

1
2

1
0

0
0

1
4

0
04

0
0

3
0

0

1 4 0 0 n@ 2 0 00 + 10 0 0

3
0

0

1
0

4 7
0

0
2

0
8

1
0

1
2

1
0

4 7
0

0
2

0
8

1
0

1
2

2 5 0

1
3

6
0

2
0

8

1
5

6
8

1
3

1
2

3
0

01
3

1
2

3
0

0

敷桁（ けた受け） H3 0 0

敷桁（ けた受け） H30 0

敷桁（ けた受け） H3 0 0 敷桁（ けた受け） H3 00

（ アンカー定着）

（ アンカー定着）

n@ 2 0 00 + 1 0 00

50 0 n@ 20 0 0

7
0

0
4

0
0

1
6

6
1

2
3

6
1

1
4

0
0

1
0

0
0

1 0 0 0

3
0

0

3 0 0

40 0

7
0

0

1 4 0 0

50 0

3
0

0

1
0

4
1

0
4

9
2

0
8

1
3

6
1

1
0

4
1

0
4

9
2

0
8

1
3

6
1

2 5 0

1
5

5
0

2
0

8

1
7

5
8

1
6

6
1

3
0

0

1
6

6
1

3
0

0

敷桁（ けた受け） H3 0 0

敷桁（ けた受け） H30 0

敷桁（ けた受け） H30 0敷桁（ けた受け） H3 00

（ アンカー定着）

（ アンカー定着）

※ 図中の構造高は厚さ 2 0 8 m m の覆工板使用時であり 、 使用する覆工板により 多少異なり ます。
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仮橋架設工法図

架設工法は現場の状況に応じ て種々の工法が考えら れますが、 ト ラッ ククレーンを用いた一括架
設が最も一般的です。また現場の条件に応じた架設工法を検討し 安全かつ迅速に施工いたします。



単位（ ｍ）

橋長（ Ｌ ） 1 4 1 6 1 8 2 0 2 2 2 4 2 6 2 8

1 4 1 6 1 8 2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0

幅員（ Ｗ） 許容応力 

主桁 ト ラ イ アスⅡタ イ プ 主桁 ト ラ イ アスＧ －Ⅲタ イ プ 

橋長（ Ｌ ）

幅員（ Ｗ） 許容応力

Ａ 活荷重 

Ｂ 活荷重 

単位（ ｍ）

鈑桁タ イ プ

単位（ ｍ）

単位（ ｍ）

主構　 シングル　 主構　 ダブル 

4 0 5 0 6 0

4 0 5 0 6 0

橋長（ Ｌ ）

（ Ｗ） 許容応力

4 m
割増なし

割増5 0 ％

5 m
割増なし

割増5 0％

6 m
割増なし

割増5 0 ％

7 m

4 m

6 m

8 m

1 0 m
割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

4 m

6 m

8 m

1 0 m

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

8 m
割増なし

割増5 0 ％

4 m
割増なし

割増5 0 ％

5 m
割増なし

割増5 0 ％

6 m
割増なし

割増5 0 ％

7 m
割増なし

割増5 0 ％

8 m
割増なし

割増5 0 ％

橋長（ Ｌ ）

（ Ｗ） 許容応力

Ａ 活荷重 

Ｂ 活荷重 

ト ラ スタ イ プ

※タ ワミ ＝L／500を設定

幅員

幅員

3 0

3 0
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適用橋長表

単位（ ｍ）

橋長（ Ｌ ） 1 4 1 6 1 8 2 0 2 2 2 4 2 6 2 8

1 4 1 6 1 8 2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0

幅員（ Ｗ） 許容応力 

主桁 ト ラ イ アスⅡタ イ プ 主桁 ト ラ イ アスＧ －Ⅲタ イ プ 

橋長（ Ｌ ）

幅員（ Ｗ） 許容応力

Ａ 活荷重 

Ｂ 活荷重 

単位（ ｍ）

鈑桁タ イ プ

単位（ ｍ）

単位（ ｍ）

主構　 シングル　 主構　 ダブル 

4 0 5 0 6 0

4 0 5 0 6 0

橋長（ Ｌ ）

（ Ｗ） 許容応力

4 m
割増なし

割増5 0 ％

5 m
割増なし

割増5 0％

6 m
割増なし

割増5 0 ％

7 m

4 m

6 m

8 m

1 0 m
割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

4 m

6 m

8 m

1 0 m

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

割増なし

割増5 0 ％

8 m
割増なし

割増5 0 ％

4 m
割増なし

割増5 0 ％

5 m
割増なし

割増5 0 ％

6 m
割増なし

割増5 0 ％

7 m
割増なし

割増5 0 ％

8 m
割増なし

割増5 0 ％

橋長（ Ｌ ）

（ Ｗ） 許容応力

Ａ 活荷重 

Ｂ 活荷重 

ト ラ スタ イ プ

※タ ワミ ＝L／500を設定

幅員

幅員

3 0

3 0

1 8



東北応急橋
納 入 先／東北地方整備局　 東北技術事務所

納入時期／平成2 4 年度

規　 　 模／最長4 0 .0 ｍ　 幅員4 .0 ｍ

徳島応急橋
納入先／四国地方整備局　 徳島河川国道事務所

納入時期／平成2 5 年度

規模／4 0 ｍ級　 最長4 0 .0 ｍ　 幅員4 .0 ｍ

（ 写真／橋長2 2 .0 ｍ　 幅員4 .0 ｍ）

中村応急橋
納入先／四国地方整備局　 中村河川国道事務所

納入時期／平成2 5 年度

規模／5 0 ｍ級　 最長5 0 .0 ｍ　 幅員7 .5 ｍ＋歩道1 .5 ｍ

●このカタログの記載内容は 2 019 年 8 月現在のものです。

●カタログ記載の仕様、 寸法および外観は、 改良のため予告な

く 変更する場合がありますので、 あらかじ めご了承く ださい。

●商品の色調は印刷の都合により、 実際の色と 異なって見える

場合がありますので、 あらかじ めご了承く ださ い。

●所在地は変更になる場合がありますのでご了承く ださ い。

● IHI および IH I シンボルマークは、 IH I の登録商標です。

2019 .9-1 ,0 00 Printed in Japan

国土交通省／応急橋納入実績

このカタログは環境負荷の少ないインクを使用しています。




